
次のようなにおいて，残りの辺の長さと角の大きさを求めよ。１.

     ，，

解説

正弦定理により  


 






よって   
  


 



より，であるから  ，

 のとき    

  三平方の定理により    
   

 のとき    

  より△は二等辺三角形であるから  

以上から ，， または ，，

△において，，：：であるとき，次の問いに答えよ。２.

  の値を求めよ。

  であるとき，を求めよ。

解説

 ：：より，であるから  

   








 すなわち 








 

 よって    



  









 



 余弦定理により  


     
  ･･ ･ 

               ･･ ･




 整理して        

 これを解くと   
 



 であるから 
 



円に内接する四角形において，，，，であるとす３.

る。次のものを求めよ。

 対角線の長さ           四角形の面積

解説



 














 △に余弦定理を適用して

        ･･･

      ……①

 また，四角形は円に内接するから

    よって 

 △に余弦定理を適用して

        ･･･   

      ……②

 ①，②より  

 整理して   ゆえに 




 したがって   ･





 であるから 

 であるから       


 



 



 したがって  △△

        



･･




･･   

        










  

 ，  の値を求めたい。右の図において，

次の問いに答えよ。

 △の辺の長さを求めよ。

  ，  の値を求めよ。

４.

解説

 ，  より   

 

 △に正弦定理を用いて   
 

 
 

 

 よって  
 


･ 

 



            

･ 


 



 △に余弦定理を用いて

      
 

  
  

･･  

        
 




 



辺の長さが，，の直角三角形がある。この三角形に内接する円の半径を求め５.

よ。

解説

この三角形の面積をとすると  





また，三角形に内接する円の半径をとすると

   



  

よって，から  

内接円

外接円



 

三角形のどの辺にも接する円を，その三角形の内接円

という。△の内接円の半径を，外接円の半径を

とするとき，次の等式が成り立つことを示せ。

     


   

６.

解説

△の面積をとすると

   



 




･









 ……①

また，内接円の半径がであるので 



    ……②

①，②より  








 

整理すると  


   
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

  






，である△において，

およびその外角の二等分線と，辺またはその

延長との交点をそれぞれ，とするとき，次の

ものを求めよ。

 線分の長さ

７.

 線分の長さ

解説

 線分はの二等分線であるから  ：：

 とすると  ：：

 よって      

 これを解いて    

 線分はの外角の二等分線であるから  ：：

 とすると，であるから

       ：：

 よって    

 これを解いて   

△の外心をとし，は辺上にないとする。の二等分線が外接円と８.

再び交わる点をとするとき，であることを証明せよ。

解説









から，△は二等辺三角形である。

よって   ……① 

線分はの二等分線であるから

      ……②

①，②より  

したがって，錯角が等しいから 



 

















 


















下の図において，を求めよ。ただし，は円の中心とする。

                        

９.

解説

 より，であるから

     

 よって 



















   

    

 よって 

    

   


 
 

   


 
 













 


   


 
  

 右の図において，四角形は円に内接

 するから

     

 よって 

 四角形は円 に内接するから

     



 

 


△の内心を通り，辺に平行な直線と

辺，の交点を，それぞれ，とすると

き，であることを証明せよ。

10.

解説



 

 

は内心であるから  

また，から 

よって  

△は二等辺三角形であるから

     

同様にして，△において 

したがって  

















は円の接点









，は円の接点















は円の接点



 





下の図において，，を求めよ。ただし，直線，は円の接線とする。

                        

11.

解説

 円の接線と弦の作る角により  

 △において，内角の和はであるから

       

 円に内接する四角形の対角の和はであるから

   











 





 円の接線と弦の作る角により  

 よって  

 四角形において，で

 あるから

   

    

 円の接線と弦の作る角により，である

 から  

 △において，内角の和はであるから

    
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





下の図において，を求めよ。ただし，直線は円の接線で，は接点である。

                        

12.

解説

 方べきの定理により

 ･･  すなわち  これを解いて 

 方べきの定理により  ･  ･ 

 式を整理して        より 

 方べきの定理により

 ･      すなわち  これを解いて 
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